
令和４年地域コミュニティ活性化シンポジウム 質疑応答集 

◆活動事例発表 

①南地区自治協議会 

 質 問 回 答 

1 【当日の質疑】 

学校との関係はどのようにされてい

るのでしょうか。 

コミセンまつりは発表の依頼をして、コ

ーラスで出ていただきました。今考えて

いるのは、学校で表彰できない子どもた

ちをコミセンまつりで表彰したいという

ことです。例えば掃除の手伝いなど、学

校の仕組みでは表彰できない子どもたち

に学校賞という形で表彰したいと考えて

います。この学校で育ってよかったと思

えるような仕組みを考えています。 

2 「ぶら～っとカフェ・みなみ」を実行

され、その後何か変化がありました

か。 

本音で話し合えてその後活動がしやすく

なりました。会を重ねていくことで、つな

がりが広がっていくと考えています。 

3 「ぶら～っとカフェ・みなみ」の次の

計画をされているようですが、定期的

に開催を予定されているのでしょう

か。それとも、好評だったので 2 回目

を計画されたのでしょうか。 

年度計画に入れており、今後も開催してい

きます。現在は、コロナの状況を見ながら

の開催であるため回数が限られています

が、終息した際は、回数は増える予定です。 

4 「ぶら～っとカフェ・みなみ」の参加

者は何名で、そのうち企業の方が何

名、学校関係者何名参加されたのでし

ょうか。 

また、参加者はどのように募られたの

でしょうか。人数制限もされたのでし

ょうか。 

・企業関係 4、学校関係 2、市役所 2、包括

支援センター3、食改 2，市議、消防団、セ

ンター職員、地域の皆さん、 合計４６名 

・広報誌、会長、町内代表者等から勧誘 

・賛助会員ほか、案内配布 

・最大許容数を見積もり、申込数を勘案し

ながら対応しました。 

5 てつだい隊の話がありましたが、 

①部会でされているのでしょうか。 

②今も継続してされていますか。現在

登録者は何名くらいいらっしゃいま

すか。 

①地域の絆づくり事業で自治協全体の取

り組みですが、所掌としては安全・安心部

会です。包括支援センターとも協力して活

動をしていました。（安全安心部会の年度

計画に、包括支援センターとの連携事業を

上げている） 

②今は自治協ではなく、町内会単位で活動

をしています。自治協では試行的に半年取

り組みました。令和 4 年度からは 3 つの町

内会でてつだい隊の活動を始めています。

登録者 17 名。話し相手やゴミ出し、片付

けなどを行っています。 



②宮地区自治協議会 

 質 問 回 答 

1 【当日質疑】 

宮地区に引っ越された方の町内会加

入率が 95％ということで、具体的な

取り組みを教えてください。 

町内会長、役員さんに協力いただき、1 軒

1 軒回っていただいた。感謝しています。 

【追加回答】 

加入案内は、町内会長をはじめとした役員

に加え、旧役員やＰＴＡ役員、老人会役員

なども協力していただいています。皆さん

が一丸となって取り組んでいただいた成

果です。 

町内会費は、他地区よりも高いと思います

が、加入いただいております。 

特徴として、夫婦の一方が宮地区出身で、

親元の宮地区に転入してこられたという

ケースも見られます。 

2 コミセンと一体となって取り組まれ

たということですが、このことでよか

ったこと、逆に苦労されたことがあれ

ば教えてください。 

お互いにアイデアを出し合い、協力するこ

とにより、より良い取組みができ、地域に

とって効果的な活動ができました。 

苦労はありませんでした。 

3 コミセン職員の関わりを教えてくだ

さい。 

パワーポイントの作成に協力を頂き、その

他のアドバイス等にも感謝しています。 

4 学校とも一体となった取組みだった

と思いますが、この活動以外で学校と

一体となった取組みがありますか。 

宮中学校の地域貢献活動で年１回、史跡の

清掃活動を実施していますが、自治協と一

体となって取り組んでいます。 

コミセンだよりを小・中学校に各２０部配

布し、掲載している自治協の活動状況を共

有しています。 

5 この活動は部会でされたのでしょう

か。 

今回は初の取り組みだったので、事務局と

コミセンでの取り組みで実施しました。 

次回は部会を巻き込んでの実施を考えて

います。 

6 この活動はどなたの発案だったので

すか。文芸に精通している方ですか。 

また、この事業をすることに対する反

対意見はありませんでしたか。 

横山会長の発案です。精通はしていません

が、大いに興味がある分野なので、やはり、

何かしら興味や関心があり、発想が生まれ

ると思います。勿論反対はなく、賛同して

もらいました。 

10 月にウォーキング大会を予定していま

すが、これも横山会長の趣味のランやウォ

ークから提案したものです。 

 


